
国道 42 号有田海南間渋滞緩和実験 実験の分析結果 

●社会実験の概要 

・国道42号有田～海南間の通勤時間帯（7:00～9:00）の渋滞緩和を目的と

して、社会実験を実施しました。 

・朝、北行き車両について海南湯浅道路の通行料を最大５４％（普通車：実験

前930円→実験中430円）割り引きました。 
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実験前一週間

実験開始直後

実験第２週

実験第３週

実験第４週 15 16 17 18 19

実験実施期間：平成16年5/24(月)～6/18(金)
割引対象時間：I N　6:00am～ 9:00am
　　　　　　　OUT　6:00am～12:00am
割引対象車両：全車種
利 用 入 口 ：みなべIC、印南IC、御坊IC、川辺IC
　　　　　　　広川IC、湯浅IC、吉備IC、下津IC
利 用 出 口 ：海南IC、和歌山IC  

 
※料金所周辺の混雑を避けるため、社会実験は交通量の少ない６：００より実施しました。 

 

記者配布資料－#1 
-国道 42 号有田海南間渋滞緩和実験協議会- 



 

●のべ３万４千台が参加 １日平均約３４％の利用増 

・社会実験の総利用台数（のべ）は、33,949台でした。 

・１日平均利用台数は、約34％（388台）増加しました。 

  入口 IC：吉備ＩＣの利用台数が最も増加しました。（44%増加） 

  出口 IC：海南ＩＣの利用台数が、約33%増加しました。 

      和歌山ＩＣの利用台数が、約35%増加しました。 

・海南ＩＣの利用が多いものの、目的地の約７割は和歌山市内となっています。

 

社会実験への参加台数
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目的地内訳 

和歌山市内
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出発地別・目的地内訳
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（出）ＩＣ別　利用交通量の変化
（1日平均：キャッシュバック対象時間帯）

914

1,219

240

323

500

1,000

1,500

2,000

実験前 実験中

※特異値観測日（6/2,6/3,6/4,6/16）除く

1,154

1,542

（入）ＩＣ別　利用交通量の変化
（1日平均：キャッシュバック対象時間帯）

102
118

87
10352
67

623

896

155

184

116 149

1612

6

9500

1,000

1,500

2,000

実験前 実験中

※特異値観測日（6/2,6/3,6/4,6/16）除く

1,154

1,542

下津IC（+19%）

湯浅IC（+45%）

広川IC（+30%）

川辺IC（+18%）
御坊IC（+15%）
印南IC（＋29%）

みなべIC（+28%）

吉備IC（+44%）

１日平均　388台増加 １日平均 388台増加

和歌山IC（+35%）

＋83台

海南IC（+33%）

+305台

 
資料）日本道路公団提供資料（通行券及びＥＴＣデータ） 資料）アンケート調査 

（実験中各料金所にて配布→郵送回収） 
配布数：38,228件 
回収数：6,652件（回収率：17.4％）  

 
 

記者配布資料－#2 



 
 

◎交通流動の変化については、実験中の値として流動の安定した第３・４週の平均値を用いています。  
●断面交通量；海南湯浅道路で２０％増加、国道４２号で７％減 

・7:00～9:00の交通量の変化（平均）は、 

   -国道42号（海南市冷水断面）   ７％（１７７台）の減少 

   -海南湯浅道路（海南 IC～下津 IC間断面）２０％（２３６台）の増加 

 でした。 

国道４２号　週平均交通量の推移
（海南市冷水地先の北行き）
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※３・４週目の水曜日に事故が発生したため、

　交通量は水曜日を除く平日の平均によっている。

海南湯浅道路　週平均交通量の推移
（海南ＩＣ～下津ＩＣ　北行き）
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※３・４週目の水曜日に事故が発生したため、

　交通量は水曜日を除く平日の平均によっている。
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資料）国道トラフィックカウンター（海南市冷水地先） 資料）海南湯浅道路トラフィックカウンター 

海南湯浅道路
海南断面

※断面交通量は大阪方面への車両も含んでいるため、前述の入口（出口）ＩＣ別利用台数とは異なります。 

 

●渋滞長；国道４２号小南交差点で約３２％緩和 

・国道42号小南交差点（下津町）では、渋滞長が平均３２％（約１６０ｍ）

緩和しました。 

・実験後のアンケートでも、回答者の約半数が「少し緩和したように思う」と

回答しています。 

渋滞長

国道42号小南交差点における渋滞長の変化
（7:30～8:30の平均値）
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資料）渋滞調査 
（実験中：5/27、6/8、6/15の平均値 
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※「渋滞長」は、10分毎の計測値の

※「渋滞の印象」は、事後アンケート
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資料）事後アンケート調査：（実験中アンケート回答者

より無作為抽出後郵送配布→郵送回収）        

配布数：468件／回収数：320件（回収率：68％） 

7:30～8:30（渋滞発生時間帯）における平均値です。 

回答者の内、実験前・実験中ともに国道42号を利用した人の回答になります。 

＝１２９ 

記者配布資料－#3 



 
 

◎所要時間・旅行速度の変化については、実験中の値として第３・４週の平均値を用いています。   
●所要時間・旅行速度；国道４２号吉備～海南間で若干の時間短縮 

・国道42号吉備断面と海南断面での通過時刻の差を求めたところ、 

 所要時間は約３分短縮、旅行速度は約２km/h向上し時間短縮が確認されま

した。 

国道42号における平均所要時間の変化
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資料）ナンバープレート調査 
国道42号吉備断面及び海南断面通過時刻を記録し、同一車両
の所要時間を算定 
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記者配布資料－#4 



 
 

●利用経路別交通量の増減 

・社会実験実施による有田～海南間の交通量増減の内訳は、以下の通りとなり、

特に吉備～海南間（域内）発生交通の増減が目立ちます。 
国道42号：海南断面 177台減少 海南湯浅道路： 海南断面 236台増加

③下津ＩＣ（入） ；域内発生  18台増加
①吉備～海南間；域内発生 154台減少 

④吉備IC（入） ；域内発生 145台増加

⑤吉備IC（入） ；一気通貫 52台増加
②吉備～海南間；一気通貫 ２３台減少 

⑥湯浅以南ＩＣ（入） ；一気通貫 21台増加
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④：吉備IC（入）交通量－⑤
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一気通貫交通：吉備～海南間を通過する交通 
 
域内発生交通：吉備～海南間（下津町・有田市・

吉備町・金屋町等を想定）より

発生する交通 
 
※交通量の増減は、トラフィックカウンターに

よる断面交通量と、各ＩＣの出入り交通量及

びナンバープレート調査によってもとめた

一気通貫交通量から算出しました。 

 
 

●交通量増加も、料金収入は減少 

・料金を割り引いたことにより、交通量は３４％増加しましたが、料金収入は

約２０％の減少となりました。 

実験前後の交通量と料金収入（実験対象車両　１日平均）
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資料）通行券及びＥＴＣ利用交通量データ 

・上記データから実験対象車両（北行；（入）6:00

～9:00／（出）6:00～12:00）を抽出し算出。 

・実験中、特異値観測日（6/2,3,4,16）は除く。 

・ICペア別・車種別料金×実験対象車両交通量

にて算出。ＥＴＣ利用による料金収受方法の違

い、各種割引等は考慮しない。 

※回数券、ＥＴＣ、障害者等の割引は考慮していません。 
 

記者配布資料－#5 



 
 

◎以降の分析には、アンケート調査結果を用いています。  
●域内市町からの利用者は、実験前に一般道を利用していた割合が高い 

●転換・非転換ともに海南湯浅道路の料金が理由 

【実験中有料道路を利用していた人を対象】 
・域内市町（下津町、有田市、吉備町、金屋町）からの利用者は、実験前一般道路を利用して

いた（実験によって経路を転換した）割合が高いようです。 

・金屋町では、国道４２号以外の道路を利用していた割合が高くなっています。 

・実験中海南湯浅道路を利用した人の３７％が、実験前に国道４２号を主に利用していました。 

・実験前に国道４２号を利用していた人の約８割が、海南湯浅道路を利用した理由として「料

金の割引」を挙げています。 
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実験前に利用していた道路（出発市町別）
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資料）アンケート調査（実験中各料金所にて配布→郵送回収） 

配布数：38,228件／回収数：6,652件（回収率：17.4％） 

海南湯浅道路を利用した理由 
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【有田市東部において、実験中も国道４２号を利用し続けた人を対象】 

・国道42号利用と海南湯浅道路利用の両方の選択肢がある地域の代表として、有田市東部で

国道の利用状況のアンケートを実施しました。 

・この地域で、料金割引にも拘わらず海南湯浅道路を利用しない理由として、約４割は割引後

においても依然料金が高いことを挙げています。 

料金が高いから
40%

遠回りになる・時
間が余計にかか

るから
19%

その他
26%

利用の必要がな
いから
15%

N=75  

吉備町

有田市

下津町

有田川

海南IC

下津IC

吉備IC

海
南
湯
浅
道
路

資料）アンケート調査（国道４２号：実験中有田市東部の各住

配布数：1,000件／回収数：92件（回収率：9％）   
湯浅町
吉備南IC  

戸へ配布→郵送回収） 

有田市東部 

記者配布資料－#6 



 

●割引後の料金、時間短縮、走行快適性に好評価 

・良かった点として、割引後の料金、時間短縮、走行の快適性との回答が多く

みられました。 

・割引後の料金が妥当との回答は、実験前から海南湯浅道路を利用している人

に多く見られました。 

・悪かった点として、料金所での手間・渋滞との回答が多くなっています。 

・一方で、悪かった点が特になかったとの回答が３割近くにのぼっています。 

利用して良かった点
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割引後の通行料金が妥当であった

所要時間を短縮できた

渋滞を避けられ、快適であった

定速走行ができ、快適であった

遅く出発できた

安全で、快適であった

その他

特になかった
実験開始後利用

実験前より利用

N=588
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利用して悪かった点
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料金所で手間がかかった

特になかった

渋滞していた

割引後の通行料金が高いと感じた

その他

通勤時間を短縮できなかった

0

実験開始後利用

実験前より利用

N=310
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67
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資料）事後アンケート調査（実験中アンケート回答者より無作為抽出後調査票郵送・郵送回収） 

・配布数：468件／回収数：305件／回収率：65％ 

・回答は選択方式、複数回答可 
 

記者配布資料－#7 


	・国道42号有田～海南間の通勤時間帯（7:00～9:00）の渋滞緩和を目的として、社会実験を実施しました。
	・朝、北行き車両について海南湯浅道路の通行料を最大５４％（普通車：実験前930円→実験中430円）割り引きました。
	・社会実験の総利用台数（のべ）は、33,949台でした。
	・１日平均利用台数は、約34％（388台）増加しました。
	入口IC：吉備ＩＣの利用台数が最も増加しました。（44%増加）
	出口IC：海南ＩＣの利用台数が、約33%増加しました。
	和歌山ＩＣの利用台数が、約35%増加しました。
	・海南ＩＣの利用が多いものの、目的地の約７割は和歌山市内となっています。
	・7:00～9:00の交通量の変化（平均）は、
	-国道42号（海南市冷水断面）   ７％（１７７台）の減少
	-海南湯浅道路（海南IC～下津IC間断面）２０％（２３６台）の増加
	でした。
	・国道42号小南交差点（下津町）では、渋滞長が平均３２％（約１６０ｍ）緩和しました。
	・実験後のアンケートでも、回答者の約半数が「少し緩和したように思う」と回答しています。
	（実験中：5/27、6/8、6/15の平均値
	平常時：6/22）
	資料）事後アンケート調査：（実験中アンケート回答者より無作為抽出後郵送配布→郵送回収）　　　　　　　　　　　　配布数：4
	・社会実験実施による有田～海南間の交通量増減の内訳は、以下の通りとなり、特に吉備～海南間（域内）発生交通の増減が目立ちま
	・料金を割り引いたことにより、交通量は３４％増加しましたが、料金収入は約２０％の減少となりました。
	・ICペア別・車種別料金×実験対象車両交通量にて算出。ＥＴＣ利用による料金収受方法の違い、各種割引等は考慮しない。
	●域内市町からの利用者は、実験前に一般道を利用していた割合が高い
	●転換・非転換ともに海南湯浅道路の料金が理由
	【実験中有料道路を利用していた人を対象】
	・域内市町（下津町、有田市、吉備町、金屋町）からの利用者は、実験前一般道路を利用していた（実験によって経路を転換した）割
	・金屋町では、国道４２号以外の道路を利用していた割合が高くなっています。
	・実験中海南湯浅道路を利用した人の３７％が、実験前に国道４２号を主に利用していました。
	・実験前に国道４２号を利用していた人の約８割が、海南湯浅道路を利用した理由として「料金の割引」を挙げています。
	実験前に利用していた道路（出発市町別）
	実験前主に利用していた道路
	海南湯浅道路を利用した理由
	配布数：38,228件／回収数：6,652件（回収率：17.4％）
	資料）アンケート調査（国道４２号：実験中有田市東部の各住戸へ配布→郵送回収）
	配布数：1,000件／回収数：92件（回収率：9％）
	・良かった点として、割引後の料金、時間短縮、走行の快適性との回答が多くみられました。
	・割引後の料金が妥当との回答は、実験前から海南湯浅道路を利用している人に多く見られました。
	・悪かった点として、料金所での手間・渋滞との回答が多くなっています。
	・一方で、悪かった点が特になかったとの回答が３割近くにのぼっています。

